
ｚFF53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     平成２３年１０月１日 
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秋田市広面字釣瓶町１００－３ 
T E L   018-884-1760 
F A X  018-884-1762 
相談電話  018-884-1761 
URL http://www.akita.jrc.or.jp 
          /nyujiin/ 

広報誌 第２３号 



「「「「親御親御親御親御さんさんさんさんのののの    

““““心配心配心配心配ごとごとごとごと””””をををを取取取取りりりり除除除除く・・・く・・・く・・・く・・・    

それがそれがそれがそれが子子子子どものどものどものどもの    

““““安心感安心感安心感安心感””””へつながるへつながるへつながるへつながる」」」」    

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊➊➊➊Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．小児科医小児科医小児科医小児科医になったきっかけをになったきっかけをになったきっかけをになったきっかけを教教教教えてえてえてえて下下下下さいさいさいさい。。。。    

 Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．「「「「子子子子どもとどもとどもとどもと接接接接することにすることにすることにすることに違和感違和感違和感違和感がないがないがないがない」」」」といといといとい

うのがうのがうのがうのが一番一番一番一番のののの理由理由理由理由でしたでしたでしたでした。。。。    

祖母が私に影響を与えた所が大きいと思いま

す。幼いころから、祖母が近所の子どもたちの世

話をしていました。そのせいか、物心が付いた頃

には自分より幼い子どもと関わることに抵抗な

く、スムーズに接することができていました。 

 

➋➋➋➋Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．毎日毎日毎日毎日、、、、多多多多くのくのくのくの患者患者患者患者さんとさんとさんとさんと接接接接するするするする中中中中でででで一番大切一番大切一番大切一番大切

にしていることはにしていることはにしていることはにしていることは？？？？    

 Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．一一一一つつつつ目目目目はははは、、、、病気病気病気病気をををを正確正確正確正確にににに診断診断診断診断してしてしてして見逃見逃見逃見逃さないさないさないさない

ことことことこと。。。。二二二二つつつつ目目目目はははは、、、、診察診察診察診察はははは「「「「楽楽楽楽しくしくしくしく、、、、こわくなくこわくなくこわくなくこわくなく」」」」

をををを心掛心掛心掛心掛けていまけていまけていまけていますすすす。。。。    

一人ひとりの子どものタイプに合わせて、無理

なく診察するようにしています。普段はマスクを

しているので、目だけで子どもたちに笑顔を伝え

る難しさを日々感じております…。 

 

➌➌➌➌Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．診察診察診察診察をををを受受受受けるけるけるける時時時時のポイントのポイントのポイントのポイントをををを教教教教えてえてえてえて下下下下さいさいさいさい。。。。    

 Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．今今今今、、、、どんなことがどんなことがどんなことがどんなことが心配心配心配心配なのかなのかなのかなのかをををを話話話話してほしいしてほしいしてほしいしてほしい

ですねですねですねですね。。。。    

症状を伝えることはもちろん大切です。親御さ

んはどんな心配ごとを抱えているかを伝えてい

ただきたいです。そのときに“心配”が解消され

ないと“不安”を軽減することができません。親

御さんの不安を取り除くことが、お子さんの“安

心”へと繋がっていくと思います。 

 

 

    

    

    

    

【【【【プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール】】】】    

・埼玉県出身 

          ・秋田大学医学部卒 

・[石田小児科医院] 

秋田市広面字蓮沼 

 

    

    

➍➍➍➍Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．休日休日休日休日はどのようにはどのようにはどのようにはどのように過過過過ごしごしごしごしていますかていますかていますかていますか？？？？    

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．家族家族家族家族ととととのののの時間時間時間時間をををを大切大切大切大切にににに。。。。特特特特にににに、、、、子子子子どもとどもとどもとどもと一緒一緒一緒一緒

のののの時間時間時間時間をををを作作作作っていますっていますっていますっています。。。。    

子どもと過ごす上で、何か楽しみを共有できれ

ばと思い、「柿の木」を植えました。毎年楽しみ

が増える「実のなる木」の対敵はカラスです。来

年も対策を立てなくては・・・ 

 

➎➎➎➎Ｑ．Ｑ．Ｑ．Ｑ．ベビーマッサージベビーマッサージベビーマッサージベビーマッサージのののの教室教室教室教室にににに会場会場会場会場ををををおおおお貸貸貸貸しされしされしされしされ

てててているとうかがいましたが・・・いるとうかがいましたが・・・いるとうかがいましたが・・・いるとうかがいましたが・・・    

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．親子親子親子親子のののの触触触触れれれれ合合合合いいいいのののの大切大切大切大切ささささにににに共感共感共感共感ししししましたましたましたました。。。。    

最近は、親が自分の子どもに上手く関わること

ができないということをよく耳にします。 

ここで行われる教室が、少しでも多くの親子に触

れ合うきっかけとなってくれれば嬉しいです。 

 石田小児科医院の外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を築く子どもたちの強い味方 

ぼくらのホームドクター

～インタビューを終えて～ 

安心して受診ができ、怖くないお医者さんを心掛け、

マスクをしていることを気にしている先生は、私たち

が感じているいつも優しく、穏やかな印象の先生のお

人柄そのものでした。 

石田先生、お忙しいところありがとうございました。 

子どもたちの健康面を

サポートしていただいて

いる石田小児科医院 石田

明院長のインタビューを

お伝えします。 

 

「すっかり秋田県民です」と話す石田先生。 



ことり組 

 

ことり組の女の子３人組、年齢は違えど

ことおしゃれに関しては敏感！髪の毛を

とかしてもらったり、かわいいゴムで結ん

でもらったり、鏡の前でニッコリポーズ！

そんな様子をミニカーに夢中の男の子は、

横目でチラリ。でも、最後はみんな仲良く

髪飾りの花が咲きました。 

 

ばんび組 

 

日中の遊び場をリニューアル。寝室にソ

ファーや滑り台、ままごとキッチン、畳ス

ペースを入れて気分を一新しました。一人

ひとり好きなオモチャや遊びを見つけて、

お気に入りの空間で遊びます。今、子ども

たちのマイブームは、スリッパ！上手に履

いてパタパタ歩きまわっています。 

 

ひよこ組 

 「ワンワン」や「ニャンニャン」の絵本

が大好きなＩちゃん。今日も大好きな担当

職員に絵本の読み聞かせをおねだり…。 

 ページをめくると、動物は何でも「ワン

ワン！」と言って指差します…あれれ？こ

れは「ブゥブゥ」ブタさんだよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育室ダイアリー 

ぱんだ組 

 待ちに待った運動会。シーツをリサイ

クルして子ども達 5 人と職員 3 人の手形

をプリントした応援旗を作りました。 

『選手宣誓』の練習もバッチリＯＫ。 

ぱんだ組、がんばるぞ！！ 

 



緑緑緑緑のカーテンのカーテンのカーテンのカーテン…………エピローグエピローグエピローグエピローグ

今年、初めて植えたゴーヤは、強

事な緑のカーテンに成長しました。

に日に大きくなるゴーヤ 

を指差し「見て見て～」 

と歓声をあげます。 

収穫したゴーヤは十 

数本。調理している様 

子を食い入るように見 

ていたＮちゃんにひと 

切れあげると、お顔が 

“ニニニニガガガガ“と言っていま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この夏、菜園で採れたトマト・じゃがいも

ゴーヤ・かぼちゃは全部で約３０ｋｇ。

をのぞいては「トマトあったよ」の声

リとほおばったり、「とれたよ～」と

運んだりと収穫を 

楽しみました。 

まるもりプラザ

じ
ゃ
が
い
も 

掘
っ
た
ぞ
～ 

乳児院公開講座「らくらく子育

・乳幼児の健全な発達を目指して、

からの関わり方を学びます。 

講師 北翔会札幌あゆみの園 

小児科医 加藤静恵 先生

日時 １１月１５日(火)1 時

場所 秋田赤十字乳児院

エピローグエピローグエピローグエピローグ    

強い西日を遮る見

。子どもたちも日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃがいも・きゅうり

ｋｇ。毎日のように畑

声。採りたてをガブ

と自慢げに調理室へ 今年、初めて植えた

苗を買ってきた日、Ｎ

折”。その危機を乗り越

ぼちゃを採りました。

 後日、収穫祭では子どもたち

キンプリン』に変身して

られるおやつに歓声が

まるもりプラザ 

里親研修会里親研修会里親研修会里親研修会

～～～～運動会運動会運動会運動会でふれあいでふれあいでふれあいでふれあい

  

里親研修会が、１日当院

６組１２人が参加しまし

 当日、参加者は運動会

がら、かわいい子どもの

いました。フィナーレのダンスで

流し、午後からは写真立

子どもたちとふれあい体験

秋田市から参加した加藤

どもたちが、自分を 

受け入れてくれる 

か心配したが職員 

の様子を見ていて 

自然体でいいんだ 

なと感じた」と話 

してくれました。 

編集後記 

 去年、初めて乳児院の

が過ぎました。ハイハイしていた

っこ競争。一生懸命、前

を目の当たりにした二年目

過ごすイマが何より嬉しい

子育て」 

、胎児期

 

先生 

時～3 時 

秋田赤十字乳児院 

お 

し 

ら 

せ 

 

えた坊ちゃんかぼちゃ… 

、Ｎちゃんのおしりで“骨

越えて 7 個のかわいいか

。 

どもたちの前に『パンプ

して登場し、器までも食べ

が上がりました。 

里親研修会里親研修会里親研修会里親研修会    

でふれあいでふれあいでふれあいでふれあい体験体験体験体験～～～～    

日当院で開かれ、里親希望の

ました。 

運動会で用具係などを担当しな

どもの姿に大きな声援を送って

フィナーレのダンスでは心地よい汗を

写真立て作りや買い物ごっこで

体験をしました。 

加藤さんは「緊張した。子

の運動会に参加してから一年

ハイハイしていた子も、今年はかけ

前に進もうとする子どもの姿

二年目の運動会。子どもたちと

しい毎日です。  （赤次） 


